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渡英直後のエピソード
ロンドンエッセイ　2	 小野 あずさ

先月号では、日本の国際芸術祭で初め
て舞台照明というものに出会ってから、
すぐにロンドンに飛び立ったところまで
お話させていただきました。英語が全
く話せないまま、下準備なしで渡英して
苦労したことはお話に上げておりませ
んでした。渡英直後は、日本食レストラ
ンでアルバイトをしながら語学学校へ
通っていました。学校のクラスメートは
ほとんどお金持ちの中国人でした。全
く英語が話せなかった私は、初めの
2 週間見よう見まねで授業についてい
くのがやっとでした。クラスメートに日
本語で「バーカバーカ」と、いじめられ
ていたのを覚えています（今ではいい思
い出です）。それからというもの、必死
で勉強して少しはマシな英語を話せる
ようになりました。語学とは面白いもの
で、習っても習っても新しい単語に毎日
出会い、習得の終わりが今でもありま
せん。

そして数週間が過ぎた頃に、そろそろ
イギリスの舞台照明をリサーチし始
めたいと思い、早速コンテンポラリー
ダンス劇場に公演を観に行きました。

その公演も照明も素晴らしかったの
で、公演直後に調光室に行ってみまし
た。ノック、ノック。“Hello, can I help 
you?”と出てきた小屋付きテクニシャ
ンに聞かれたので、思わず “Hello, 
my name is Azusa. Nice to meet you. 
Work please? Work please?”と、ど
うしようもない英語で彼に質問しまし
た。今考えると、『千と千尋の神隠し』
の一場面「ここで働かせてください！」
を連発していたようなものだなと、思
い出しただけで恥ずかしいです。その
小屋付きテクニシャンも、「このアジア
人何ものだ？！」と疑わしい感じで初
めは一歩引いていました。なんとか

「インターンシップをこの劇場でしたい
のです」ということが伝わって、その
次の日から舞台裏の仕事に参加させ
ていただくことになりました。このイン
ターンシップは、とても肉体労働でし
た。演目ごとに、転換があるダンスの
舞台をいかに効果的にスムーズに回
すかを学ぶ一番の近道だったと思い
ます。余談ですが、この小屋付きテク
ニシャンは今ではフリーになっていて、
たまに私と一緒に働いています。彼
は、あの頃を振り返って「君の勢いに

押されてイエスって言うしかなかった
よ、ミス・カミカゼ」と笑って言ってい
ました。

数年後に演劇系の大学で舞台照明を
勉強しました。と言いましても貧乏学
生だったので、ウエストエンドミュージ
カルのピンスポットや、他の舞台の照
明アシスタントのアルバイトばかりして
いましたので、学校はちゃんと行って
いなかった不良生徒でした。学校よ
りもそのような現場で実技的なことを
学んでいきました。なんてお金（学費）
の無駄遣いだと思われるかもしれませ
んが、学校で書かなければならなかっ
た地獄の論文と電気の勉強が後々デ
ザインをするうえで役に立ったと思い
ます。特に、語学では苦労しました。英
語での論文を成し遂げた日には、数
日にわたる宴会をしたほど、あのとき
の達成感は大きかったです。そして大
学卒業後、学生時代に作ったコネク
ションで少しずつコンタクトを増やして
いきました。今はフリーランスで、照明
デザイナー兼テクニシャンをしていま
す。次号では、この大学のカリキュラ
ムについて触れたいと思います。


